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内容の要旨及び審査の結果の要旨
舌癌では高率に頚部リンパ節転移を発症することから、原発巣におけるリンパ管の動態に高い関心
が持たれてきたが血管との染め分けが障壁となり、なお不明な点が少なくない。そこ本研究では従来
の５'一nucleotidaseリンパ管染色にCoomassieBrilliantBIue-250血管内染色法を加えることで、両者を鮮
明に識別する二重染色法を考案し、実験的誘発舌癌における腫瘍周囲のリンパ管と血管の密度の推移
を明らかにする目的で実験を行った。材料および方法：１）実験には６０匹のゴールデンハムスター
を用い、発癌操作は右舌側縁の週３回のクレンザーによる擦過操作と１％ＤＭＢＡ
(dimethyl-benzanthIacene)アセトン溶液の塗布を行い、発癌まで0,2,6,12週および発癌後は最長２３週
までに適宜屠殺した。染色標本の作製は全て凍結切片とし、厚さ4Ｐｍの切片はHE染色およびPCNA
とリンパ管内皮細胞増殖因子VEGF-Cの免疫染色を、１０Ｐｍの切片はリンパ管・血管二重染色を既述
の方法で施し検鏡した。２)評価項目と方法は３段階に分けた脈管密度とVEGF-C発現程度および200
倍下で算定したＰＣＮＡ陽性細胞率(％)とした。得られた結果は以下のように要約される。
１）発癌までの血管密度は無処置の６．９±１．４から１２週目の１３．６±１．５まで経時的に増加していた
のに対し、同期間でのリンパ管密度は９．２±１．４から９．７±１．１を推移し変化は認められなかった。
２）発癌後に屠殺した３６匹の癌浸潤様式別頻度は１型～４Ｃ型までそれぞれ8,8,15,5匹であった。
３）これら３６匹の浸潤様式別の脈管密度は、血管密度では１型の24.1±３．０から４Ｃ型の９．４±４．７
まで浸潤が高度になるにつれ減少したのに対し、リンパ管密度では１型の】5.3±２．７から４Ｃ型の
17.6±５．４と発癌期に比べ増加していたが、浸潤増殖期における浸潤様式間では殆ど差はなかった。
４）浸潤様式とＰＣＮＡ陽性細胞率では１型の14.5±4.4％から４Ｃ型の２３．１±5.6％まで増加する傾
向にあり、従って血管密度とＰＣＭ陽性細胞率は逆相関の関係にあった。
５）浸潤様式とVEGF-C発現の程度では浸潤様式と共に、VEGF-Cの発現も高度になった。
以上の実験結果より腫瘍血管密度は発癌期で増加し、浸潤増殖期で破壊・減少したのに対し、リン
パ管密度は、発癌期で低値、浸潤増殖期でほぼ一定の高値で推移していることが判明した。
以上、本研究は実験的誘発舌癌における脈管密度の推移を明らかにし、臨床における転移形成能へ
のリンパ管密度の関与はそれほど強くないであろうことが示唆された点で、口腔腫瘍学に寄与する労
作と評価された。
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